


恩賜奨学基金の拡充にご協力下さい

（全国農業協同組合中央会）

　ＪＡ全中では、協同組合教育の振興をはかる一助として、本会が管理している恩賜奨学

基金について広く組織内の役員・職員の方々に呼びかけ、その拡充をはかっています。

　この恩賜奨学基金は、後述の基金の沿革と現況にみるとおり、永くＪＡ組織のなかで教

育施設として保持されてきたもので、現在は基金の果実をもって、ＪＡに関する研究の奨

励事業のための資金に充てています。

　協同組合運動はいうまでもなく教育が根幹をなすものであり、教育によって常に人びと

に協同の思想を普及し、その燃えさかる火を後代に引き継いで運動の健全な発展を期しう

るものです。

　この恩賜奨学基金はとくにＪＡ運動に従事する人の育成と能力の向上をはかることをね

らいとし、さらに広く協同組合運動を社会に普及することを目的にしています。

　そこでこの基金のもつ実績を基礎に、お互いにＪＡ運動に従事する役員・職員が後輩の

ために自発的に資金を出し合い、この事業を一層盛んにし、運動の発展に役立てたいと考

えています。そして、このことを通じて役員・職員が自ら運動における教育の重要性を考え、

実践されることを期待するものです。

　具体的には、役員や職員の方々が退職したとき、何らかの栄誉をうけたとき、あるいは

生涯を閉じたときなどの区切りにあたって、ＪＡ運動に従事してきた途をかえりみて、

自助への努力とともに互助によって今日あることに思いをいたし寄附をお願いしたいと

思います。

　以上のような趣旨にもとづき、この基金は予め期間や目標額を定め、組織的に割当て達

成をはかるという方法はとらず、ＪＡ運動の続く限り末永く、できるだけ多くの人たちの

志のもとに充実をはかっていきます。

〈寄附の取扱いについて〉

　１．寄附は、直接、ＪＡ全中、またはＪＡ中央会を通じてお申し出下さい。

　２． ＪＡ全中は寄附された方を永く記録（寄附者名簿）するとともに、この事業の実績   

　　　を毎年公表します。

　３．基金の管理ならびにこの事業の運営は、ＪＡ全中が責任をもってあたります。

　４．寄附された方の個人情報の取扱いについては、ＪＡ全中「個人情報保護方針」にも

　　　とづき厳正に管理いたします。

　ＪＡ運動のたえることのない発展のために、恩賜奨学基金の拡充について、役員・職員

各位のご賛同とご協力を改めてお願いいたします。
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